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２あおもり

26年度決算等を審議した定期総会

　

本
会
は
八
月
二
十
五
日
、

野
辺
地
町
の
ま
か
ど
観
光
ホ

テ
ル
で
第
二
回
定
期
総
会
を

開
催
し
、
二
十
六
年
度
本
会

会
務
報
告
、
収
入
支
出
決
算

な
ど
を
原
案
ど
お
り
承
認
、

決
定
し
た
。

要
五
品
目
の
聖
域
確
保
及
び
本

県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水

産
業
の
振
興
に
係
る
諸
対
策

・
少
子
高
齢
化
に
即
応
す
る
保
健
・

医
療
・
福
祉
施
策
の
推
進

・
主
要
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
促
進

・
道
州
制
の
導
入
反
対

　

ま
た
、
県
、
県
市
長
会
と
合
同

で
自
由
民
主
党
本
部
及
び
総
務
省

等
関
係
省
庁
へ
重
点
施
策
要
望
を

実
施
し
た
。

②
こ
の
よ
う
に
、
各
団
体
と
連
携

し
積
極
的
な
運
動
等
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
十
七
年
度

政
府
予
算
に
お
い
て
は
、
地
方
が

求
め
て
い
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
事
業
費
」
の
新
設
な
ど

に
よ
り
、
地
方
の
一
般
財
源
は
平

成
二
十
六
年
度
の
水
準
を
大
幅
に

上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
た
。

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
協
定
に
関
す
る
緊

急
要
請
は
、
県
、
県
議
会
、
県
市

長
会
等
と
合
同
で
内
閣
府
へ
行
っ

た
。

④
道
州
制
導
入
反
対
に
関
す
る
要

望
は
、
県
選
出
国
会
議
員
へ
行
っ

た
。

⑤
平
成
二
十
六
年
産
米
の
価
格
下

落
に
係
る
緊
急
要
望
は
、
県
市
長

会
と
本
会
と
合
同
で
、
自
由
民
主

党
青
森
県
支
部
連
合
会
及
び
県
に

　

定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
及

び
各
郡
町
村
会
事
務
局
長
な
ど

三
十
六
人
が
出
席
し
た
。
は
じ
め

に
吉
田
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
「
今

後
と
も
全
国
町
村
会
及
び
関
係
団

体
と
連
携
を
密
に
保
ち
な
が
ら
、

地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
一

般
財
源
の
確
保
な
ど
町
村
が
直
面

す
る
様
々
な
行
財
政
上
の
課
題
解

決
に
向
け
、
活
動
を
さ
ら
に
強
力

に
展
開
し
て
い
く
」
な
ど
と
述
べ

た
。

　

引
き
続
き
、
吉
田
会
長
が
議
長

と
な
り
議
事
に
入
り
、
二
十
六
年

度
会
務
報
告
や
収
支
決
算
な
ど
を

審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り

承
認
、
決
定
し
た
。

　

議
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
会
務
報
告
＝

①
平
成
二
十
六
年
度
は
、
町
村
の

声
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
・
県
等

に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
県
、
県
市
長
会
と
合
同
で

国
会
議
員
に
対
し
、
次
の
項
目
を

説
明
し
協
力
を
求
め
た
。

・
東
日
本
大
震
災
の
復
興
と
防
災
・

減
災
対
策

・
町
村
自
治
の
確
立
や
地
方
財
政

基
盤
の
充
実
・
強
化

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
農
林
水
産
分
野
の
重

本
会
定
期
総
会
開
催

あいさつをする吉田会長
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対
し
行
っ
た
。

⑥
道
路
除
排
雪
関
連
経
費
の
財
政

支
援
に
関
す
る
要
望
は
、
県
と
本

会
が
合
同
で
、
総
務
省
等
関
係
省

及
び
県
選
出
国
会
議
員
へ
行
い
、

市
町
村
道
除
排
雪
費
補
助
の
臨
時

特
例
措
置
の
支
援
が
行
わ
れ
た
。

⑦
町
村
長
行
政
調
査
研
修
は
、
東

　

本
会
は
、
定
期
総
会
後
、
引
き

続
き
八
月
二
十
七
日
ま
で
、
町
村

長
健
康
管
理
研
修
を
実
施
し
た
。

　

二
十
六
日
は
、
町
村
長
健
康
管

理
研
修
会
を
開
催
し
、
県
健
康
福

祉
部
の
一
戸
部
長
が
「
健
康
づ
く

り
の
気
運
醸
成
か
ら
実
践
へ
〜
健

康
長
寿
県
を
目
指
し
て
〜
」
と
題

し
講
演
し
、「
青
森
県
の
平
均
寿

命
は
年
々
延
び
て
き
て
は
い
る
も

の
の
、
平
均
寿
命
ラ
ン
キ
ン
グ
は

全
国
最
下
位
。
死
因
別
死
亡
数
は

悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
が
最
も
多

い
。
青
森
県
は
、
が
ん
の
罹
患
率

は
全
国
平
均
並
み
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
死
亡
率
が
高
く
、
早
期

の
発
見
が
少
な
い
。
対
策
は
、
喫

煙
対
策
や
、
が
ん
健
診
受
診
率
向

上
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
」
な
ど
と

講
演
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ

研
修
会
を
開
催
し
、
健
康
運
動
指

導
士
会
青
森
県
支
部
理
事
の
天
間

琴
美
氏
の
指
導
の
も
と
、
自
宅
で

簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
参
加
者
皆
で

実
践
。
自
分
の
体
を
見
つ
め
直
し
、

汗
を
流
す
こ
と
で
、
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
。

　

二
十
七
日
は
、
青
森
市
の
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
で
各
種
検
査
を
受

診
し
、
今
後
の
公
務
に
備
え
た
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
本
県
を
含
め
た

日
本
の
農
林
水
産
品
等
の
海
外
輸

出
の
状
況
や
、
経
済
・
文
化
の
動

向
等
を
調
査
す
る
た
め
、
香
港
、

マ
カ
オ
、
上
海
、
蘇
州
の
各
地
域

を
視
察
し
た
。

⑧
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
で
は
、

町
村
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
強
く

の
法
令
外
負
担
金
等
委
員
会
は
、

四
十
五
団
体
か
ら
申
請
の
あ
っ
た

町
村
負
担
金
等
の
審
査
・
規
制
を

行
っ
た
ほ
か
、
地
方
分
権
時
代
に

向
け
た
地
域
の
担
い
手
と
さ
れ
る

自
治
体
職
員
の
企
画
・
政
策
形
成

能
力
向
上
等
、
資
質
向
上
を
図
る

た
め
本
会
が
関
わ
っ
て
設
立
し
た

自
主
研
究
会
を
支
援
し
た
。

⑩
町
村
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
町
村
と
連
携
し
、
そ
の
現

状
と
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
課
題

解
決
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
う

町
村
自
治
振
興
調
査
研
究
は
、「
農

林
水
産
品
の
販
路
拡
大
」
に
つ
い

て
会
議
及
び
視
察
研
修
を
実
施
し
、

意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
、
ま
た
、

調
査
研
究
の
概
要
を
取
り
ま
と
め

た
報
告
書
を
作
成
し
各
町
村
へ
送

付
し
た
。

⑪
一
方
、
町
村
長
の
健
康
管
理
の

一
環
と
し
て
、
例
年
通
り
健
康
管

理
研
修
会
及
び
総
合
健
診
を
実
施

し
た
。

⑫
さ
ら
に
、
本
会
事
業
運
営
の
基

盤
で
あ
る
各
種
共
済
事
業
の
推
進
、

自
治
功
労
者
表
彰
の
実
施
、
市
町

村
長
等
特
別
研
修
会
ほ
か
各
種
研

修
事
業
、
町
村
職
員
採
用
試
験
な

ど
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し

た
ほ
か
、
本
会
内
部
に
事
務
局
を

置
く
三
協
議
会
や
県
・
関
係
団
体

と
緊
密
な
連
携
の
う
え
、
積
極
的

な
協
力
・
協
調
体
制
で
事
業
を
実

施
し
た
。（
事
項
別
概
要
略
）

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
収
入

支
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

＝
収
入
総
額
二
億
七
千
七
百
七
十

八
万
八
千
百
十
九
円
に
対
し
て
支

出
総
額
二
億
六
千
百
八
十
九
万
千

九
百
九
十
三
円
で
、
収
入
支
出
差

引
額
一
千
五
百
八
十
九
万
六
千
百

二
十
六
円
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済

事
業
等
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算

の
認
定
を
求
め
る
の
件
＝
収
入
総

額
五
千
二
百
十
四
万
五
千
七
百
九

十
五
円
に
対
し
て
支
出
総
額
五
千

八
十
二
万
八
千
二
百
三
十
八
円
で

収
入
支
出
差
引
額
百
一
万
七
千
九

百
五
十
七
円
。

　

総
会
閉
会
後
、
関
係
二
団
体
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
事
項
が
あ
っ
た
。

▽
県
健
康
福
祉
部
＝
弘
前
大
学
医

師
修
学
資
金
協
議
に
つ
い
て

▽
県
す
こ
や
か
福
祉
事
業
団
＝

「
あ
お
も
り
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
事
業
に
つ
い
て

発
信
し
、
新
た
な
青
森
フ
ァ
ン
を

獲
得
す
る
こ
と
並
び
に
町
村
振
興

を
目
的
に
、（
公
財
）
県
市
町
村

振
興
協
会
の
助
成
を
受
け
、
町
村

が
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
助
成

金
を
交
付
す
る
「
町
村
の
魅
力
発

信
事
業
」
を
実
施
し
た
。

⑨
町
村
行
財
政
負
担
軽
減
の
た
めストレッチ研修会の天間講師

公
務
に
備
え
健
康
チ
ェ
ッ
ク

町
村
長
健
康
管
理
研
修

公
務
に
備
え
健
康
チ
ェ
ッ
ク

町
村
長
健
康
管
理
研
修

県健康福祉部の一戸部長が講演
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務
部
長
、
筒
井
参
事
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
本
県
の
小
笠
原
常
務

理
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
各
道
県

か
ら
提
出
の
あ
っ
た
北
海
道
・
東

北
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
会
災
害

共
済
事
務
局
長
会
議
へ
の
要
望
事

項
十
五
件
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

「
任
意
共
済
医
療
保
障
加
入
年
齢

の
引
き
上
げ
」、「
構
造
別
基
準
額

の
見
直
し
」
の
二
件
を
要
望
事
項

に
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
の
後
、
北
海
道
町

村
会
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
「
建
物

災
害
共
済
事
業
の
基
率
一
本
化
に

対
す
る
対
応
」
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
次
年
度
開
催
県
は
岩
手

県
に
決
定
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
北
海
道
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
災
害
共
済
担
当
部
課
長

会
議
が
七
月
十
六
日
、
青
森
市
の

ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
開
催
さ

れ
、
各
道
県
の
災
害
共
済
部
課
長

十
六
名
の
ほ
か
、
全
国
町
村
会
か

ら
小
川
庶
務
課
長
、
坂
中
生
協
業

　

本
会
は
九
月
二
十
四
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
題
四
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
、
吉

田
会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十

人
。

　

理
事
会
で
は
、
弘
前
大
学
医
師

修
学
資
金
支
援
事
業
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

弘
前
大
学
医
師

修
学
資
金
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

本
会
は
、
定
期
総
会
に
先
立
つ

七
月
二
十
一
日
、
青
森
市
の
県
共

同
ビ
ル
で
第
三
回
理
事
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
吉
田
会
長
を
は

じ
め
役
員
町
村
長
十
二
人
。

　

理
事
会
で
は
、
二
十
六
年
度
本

会
会
務
報
告
、
一
般
会
計
収
支
決

算
の
認
定
な
ど
議
案
四
件
の
審
議

と
、
第
二
回
定
期
総
会
次
第
案
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
承
認
、
決
定
し
、
会
務
報

告
及
び
収
支
決
算
等
は
、
八
月

二
十
五
日
開
催
の
定
期
総
会
に
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と

お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
会
務
報
告
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
収
入

支
出
決
算
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

る
の
件

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
六
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済

事
業
等
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

○
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
七
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
一
号
）
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

平
成
二
十
七
年

第
二
回
青
森
県
町
村
会
定
期
総
会

次
第
案
に
つ
い
て

＝
概
要
は
、
本
紙
二
、三
頁
参
照
。

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

県
支
部
は
、
本
会
理
事
会
終
了
後
、

第
二
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
同
支
部
の

二
十
六
年
度
収
支
決
算
な
ど
議
案

二
件
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
、
決
定
し
た
。

2626
年
度
の
決
算
を
認
定

年
度
の
決
算
を
認
定

生
協
支
部
委
員
会

生
協
支
部
委
員
会

定期総会提案事項等を審議
第３回理事会

医
師
修
学
資
金
支
援
事
業
に
つ
い
て
審
議

第
４
回
理
事
会

あいさつをする小川庶務課長

災
害
共
済
事
務
局
長
会
議
に
対
す
る

要
望
事
項
を
協
議

北
海
道
東
北
六
県
災
害
共
済
部
課
長
会
議



５ 　あおもり

　

本
会
は
七
月
二
十
三
日
、
青
森

市
の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
自

動
車
事
故
処
理
研
修
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
市
町
村
及
び
一
部

事
務
組
合
の
担
当
者
等
約
七
十
人
。

　

は
じ
め
に
、
事
務
局
が
「
年
々

多
様
化
す
る
事
故
事
例
と
、
迅
速

で
適
切
な
対
応
に
よ
る
円
満
解
決

の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
テ
ー
マ

と
し
た
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン

日
本
興
亜
青
森
支
店
青
森
保
険
金

サ
ー
ビ
ス
課
の
小
沢
課
長
か
ら

「
自
動
車
事
故
事
例
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
急
増
す
る
自
転
車
と
歩

行
者
・
自
動
車
と
の
事
故
形
態
や

賠
償
責
任
、
駐
車
場
内
事
故
の
過

失
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
最
近
の

事
例
を
交
え
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
本
共
済
の
事
故
処
理
に

当
た
っ
て
い
る
、
共
済
サ
ー
ビ
ス

事
務
所
の
北
澤
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
長

か
ら
「
自
動
車
事
故
の
事
例
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
本
共
済
で
扱
っ

た
事
故
事
例
を
交
え
な
が
ら
過
失

事
案
に
お
け
る
事
案
解
決
ま
で
の

流
れ
や
当
事
者
へ
の
聴
取
の
ポ
イ

ン
ト
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
全
国
町
村
会
災
害
共
済

部
自
動
車
事
業
課
か
ら
は
「
自
動

車
事
故
に
よ
る
三
つ
の
責
任
に
つ

い
て

－

自
賠
責
保
険
と
本
共
済
制

度
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
車
を
所

有
、
使
用
、
管
理
す
る
と
き
に
必

ず
発
生
す
る
責
任
や
相
手
の
あ
る

事
故
で
相
互
に
発
生
す
る
過
失
・

責
任
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

　

最
後
に
、
本
会
顧
問
弁
護
士
で

あ
る
竹
田
法
律
事
務
所
の
伊
藤
弁

護
士
か
ら
「
交
通
事
故
の
解
決
手

続
き
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
訴
訟

と
な
っ
た
公
用
車
の
事
故
の
判
例
、

解
決
の
た
め
の
訴
訟
の
特
徴
や
ポ

イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、

出
席
者
は
今
後
の
事
故
処
理
に
お

け
る
対
応
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。

　

七
月
二
十
七
日
、
青
森
市
の

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ

で
、
県
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ

り
、
青
森
県
立
高
等
学
校
将
来
構

想
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
に
は
吉
田
会
長
が
出
席
し
、

事
前
に
町
村
か
ら
提
出
の
あ
っ
た

意
見
を
踏
ま
え
、
青
森
県
立
高
等

学
校
将
来
構
想
検
討
会
議
の
答
申

及
び
次
期
高
等
学
校
教
育
改
革
実

施
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
の
市

町
村
の
関
わ
り
方
、
高
校
生
の
通

学
環
境
等
を
含
む
県
立
高
等
学
校

に
関
す
る
市
町
村
と
の
連
携
、
そ

の
他
、
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革

に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
、
意
見

陳
述
し
た
。
ま
た
、
同
様
に
県
市

長
会
も
鹿
内
会
長
よ
り
意
見
陳
述

し
た
。

意見陳述する吉田会長

青
森
県
高
等
学
校
将
来
構
想
検
討
会
議
で

本
会
よ
り
意
見
陳
述

青森県立高等学校将来構想検討会議における
意見聴取に係る意見

　県教育委員会では、平成30年度以降の県立高等学校の在り方を検討
するため、検討会議を設置され、社会の変化や生徒数の急激な減少に
対応して、夢や志の実現に向けた知・徳・体を育むための県立高等学
校の在り方について、検討をしていると伺っております。
　青森県はもとより、全国的な少子高齢化の進行など、現在の厳しい
社会情勢の下では、生徒数の減少により、教育効果や学校活力の低下、
学校運営への支障が懸念されるところではありますが、高等学校は、
地域との繋がりが強く、地域力の一端を担ってきたところであり、こ
れを縮小・閉校することによって、これまで根付いていた地域力が、
今後、更に衰退することも懸念されるところであります。
　このため、各町村からは様々な声が寄せられております。
　つきましては、平成30年度以降の県立高等学校の在り方の検討に当
たりましては、今後開催される地区懇談会で出される地域住民の意見
を十分考慮していただくとともに、これら地元町村の意見も十分尊重
くださるようお願いします。
　（各町村意見要旨略）

自
動
車
事
故
へ
の

自
動
車
事
故
へ
の

対
応
を
学
ぶ

対
応
を
学
ぶ

自
動
車
事
故
処
理
研
修
会

自
動
車
事
故
処
理
研
修
会

小沢課長が自動車事故事例について講演
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北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
協
議

会
（
会
長
＝
棚
野
北
海
道
町
村
会

長
）
は
、
七
月
二
十
四
日
、
東
京

都
内
で
、
二
十
八
年
度
政
府
予
算

編
成
並
び
に
施
策
に
関
す
る
要
請

及
び
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
特

別
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

　

要
請
活
動
に
は
、
吉
田
会
長
な

ど
各
道
県
会
長
が
出
席
し
、
三
原

自
由
民
主
党
副
幹
事
長
、
大
石
総

務
事
務
次
官
、
佐
藤
総
務
省
自
治

財
政
局
長
、
岡
本
復
興
庁
事
務
次

官
ほ
か
、
総
務
省
幹
部
職
員
に
提

案
書
を
提
出
し
、
要
請
項
目
の
実

現
を
強
く
求
め
た
。

　

要
請
項
目
は
次
の
と
お
り
。

二
十
八
年
度
政
府
予
算
編
成

並
び
に
施
策
に
関
す
る
要
請

１　

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

２　

町
村
自
治
の
確
立
に
つ
い
て

３　

町
村
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ

い
て

４　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
地
域
振
興
の
推
進
に
つ
い
て

５　

新
幹
線
鉄
道
の
建
設
促
進
及

び
並
行
在
来
線
へ
の
財
政
支
援

に
つ
い
て

６　

道
路
網
等
の
整
備
促
進
に
つ

　

九
月
二
十
八
日
、
青
森
市
の
ホ

テ
ル
青
森
で
県
教
育
委
員
会
の
主

催
に
よ
り
、
栄
養
教
諭
に
関
す
る

情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

教
育
に
関
す
る
資
質
と
栄
養
に

関
す
る
専
門
性
を
生
か
し
「
食
に

関
す
る
指
導
」
と
「
学
校
給
食
の

管
理
」
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
栄
養
教
諭
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
、
情

報
共
有
す
る
こ
と
が
目
的
。

　

会
議
に
は
、
自
民
党
の
栄
養
教
諭

議
員
連
盟
所
属
の
木
村
太
郎
衆
議

院
議
員
、
県
市
長
会
の
鹿
内
青
森

市
長
、
県
学
校
栄
養
士
協
議
会
の

相
馬
会
長
ら
約
十
人
が
出
席
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
吉
田
会
長
が
出
席

し
、「
県
に
対
し
て
は
、
全
町
村

に
栄
養
教
諭
を
配
置
し
、
既
に
配

置
さ
れ
て
い
る
町
村
に
つ
い
て
は
、

実
状
に
あ
っ
た
配
置
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
合
わ
せ
て
国
に
対
し

て
は
、
県
で
十
分
な
配
置
が
で
き

る
よ
う
、
配
置
基
準
の
見
直
し
を

す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。」
と

述
べ
、
各
町
村
か
ら
の
意
見
を
陳

述
し
た
。

い
て

７　

農
業
・
農
村
対
策
の
推
進
に

つ
い
て

８　

森
林
・
林
業
対
策
の
推
進
に

つ
い
て

９　

水
産
業
対
策
の
推
進
に
つ
い

て
10　

地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

11　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
つ

い
て

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る特

別
要
請

Ⅰ　

復
旧
・
復
興
対
策

１　

特
例
的
な
財
政
支
援
の
継
続

２　

復
旧
・
復
興
に
要
す
る
必
要

な
財
源
の
確
保

３　

復
興
特
区
制
度
の
柔
軟
な
運

用
４　

被
災
者
の
生
活
再
建
に
対
す

る
支
援

５　

医
療
・
社
会
福
祉
施
設
等
の

復
旧
・
復
興
支
援
及
び
継
続
的

な
人
的
支
援

６　

文
教
環
境
の
復
旧
・
復
興
支

援
７　

農
林
水
産
業
の
復
旧
・
復
興

支
援

８　

復
興
事
業
と
し
て
の
社
会
資

本
整
備
等
の
促
進

９　

地
域
の
実
態
に
即
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

10　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

促
進
に
向
け
た
支
援

11　

被
災
企
業
等
へ
の
支
援
と
雇

用
の
創
出
・
確
保

12　

観
光
復
興
に
向
け
た
支
援
策

の
拡
充

13　

復
興
推
進
の
た
め
の
体
制
強

化
14　

東
北
復
興
の
た
め
の
国
際
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
誘
致

Ⅱ　

原
子
力
災
害
対
策

１　

真
の
事
故
収
束
に
向
け
た
取

り
組
み

２　

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

の
確
実
な
実
施

３　

健
康
被
害
防
止
対
策
等
へ
の

支
援

４　

損
害
賠
償
等
の
確
実
な
実
施

５　

放
射
性
物
質
の
除
染
等

６　

中
間
貯
蔵
施
設
の
整
備
等

７　

風
評
被
害
防
止
等
へ
向
け
た

取
り
組
み

８　

避
難
指
示
区
域
の
復
興
と
避

難
者
へ
の
生
活
支
援

９　

地
域
経
済
の
復
興
に
向
け
た

支
援
及
び
新
た
な
産
業
に
よ
る

雇
用
創
出

10　

防
犯
・
防
火
体
制
の
強
化

11　

避
難
指
示
区
域
等
に
お
け
る

有
害
鳥
獣
対
策

震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策
、
地
方
創
生
の
推
進
等
を
要
請

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会

吉田会長が町村からの意見を陳述 木村衆議院議員のあいさつ

栄
養
教
諭
に
関
す
る
情
報
交
換
会
で

本
会
よ
り
意
見
陳
述
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受
験
申
込
者
数
は
二
十
三
団
体
、

三
百
三
十
八
名
。

　

九
月
の
第
二
回
統
一
試
験
の
職

種
は
中
級
職
、
初
級
職
、
社
会
人

で
参
加
団
体
及
び
受
験
申
込
者
数

は
三
十
団
体
四
百
二
十
九
名
。

　

今
年
度
実
施
予
定
の
統
一
試
験

は
終
了
し
、
今
後
、
今
年
度
中
に

本
会
に
試
験
実
施
を
依
頼
す
る
場

合
は
、
試
験
問
題
の
提
供
の
み
の

個
別
試
験
対
応
と
な
る
。

　

本
会
は
七
月
二
十
六
日
（
日
）

並
び
に
九
月
二
十
日
（
日
）、
町

村
職
員
採
用
試
験
を
青
森
市
の
青

森
公
立
大
学
で
実
施
し
た
。

　

七
月
の
第
一
回
統
一
試
験
の
職

種
は
上
級
職
で
参
加
団
体
及
び

町
村
等
職
員
採
用

統
一
試
験
を
実
施

三
十
三
団
体
が
参
加

栄養教諭に係る情報交換会における意見要旨
　栄養教諭制度は、食生活を取り巻く社会環境が大きく変化し児童生徒の食生活の乱れ
が深刻化する中で、学校における食に関する指導を充実し、児童生徒が望ましい食習慣
を身につけることができるよう創設されたものと理解しております。
　また、国民の健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐぐむための食育を推進すること
等を目的とした食育基本法において、子供たちに対する食育の重要性が心身の成長及び
人格の形成に大きな影響を及ぼすものとして、学校における食育の推進が基本的施策の
一つとして定められ、各町村においても、法の基本理念を踏まえ、食育推進に関する自
主的な施策を実施することが責務として位置づけされているところです。

　そういう中で、栄養教諭は、近年では、児童生徒への安全・安心な学校給食の提供は
もとより、食育の推進、アレルギーへの対応など、期待と役割は非常に大きくなってい
ます。
各町村の状況は、小・中学校に栄養教授が配置されていない町村がまだ多くあるほか、
栄養教諭一人で多くの小・中学校を巡回しなければならないなど、負担が大きくなって
いる状況にあります。
　また、本県の平均寿命が男女とも全国最下位でありますが、健康な体は子どものうち
からつくる必要があります。

　このようなことから、県に対しては、全町村に栄養教諭を配置していただきますとと
もに、既に配置されている町村の実情に合った配置をしてくださるよう、お願いします。
　合わせて、国に対しては、県で十分な配置ができるような、配置基準の見直しをして
くださるよう、お願いします。
（町村からの意見略）

　

九
月
二
十
二
、二
十
三
日
、
全

国
の
町
村
が
一
堂
に
会
し
、
特
産

品
や
観
光
資
源
等
の
「
宝
」
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
町
村
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
５

〜
町
村
か
ら
日
本
を
元
気
に
す
る

〜
」
が
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

有
楽
町
駅
前
広
場
の
二
会
場
で
開

催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
全
国
九
百
二
十
八
町

村
の
う
ち
、
三
百
十
町
村
（
本
県

十
二
町
村
含
む
）
が
参
加
し
、
二

日
間
で
五
万
二
千
人
の
来
場
者
が

あ
っ
た
。
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

に
は
全
国
各
地
の
特
産
品
が
出
品

さ
れ
た
ほ
か
、「
町
イ
チ
！
村
イ

チ
！
食
堂
」
で
の
郷
土
料
理
の
販

売
や
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

出
演
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
展
町

村
が
「
イ
チ
押
し
」
を
披
露
し
た
。

賑わう展示・販売コーナー

町
村
の
自
慢
の
グ
ル
メ
・

物
産
が
大
集
合
！

町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
２
０
１
５

　

本
会
、
県
市
長
会
、
県
市
町
村

振
興
協
会
は
三
者
共
催
に
よ
り
、

七
月
三
十
一
日
、
青
森
市
の
ア
ッ

プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
市
町
村
自
治

研
修
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

町
村
長
、
副
町
村
長
及
び
幹
部
職

員
等
約
百
五
十
人
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
吉
田

会
長
が
、「
現
在
の
地
方
行
財
政

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急
速
な
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
地
域
経

済
の
活
力
の
低
下
な
ど
、
極
め
て

厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
。
地
方
も 山崎氏が人口減少克服・地方創生に向けて講演

人口減少克服・
地方創生に向けて

山崎地方創生
総括官が講演

市町村自治研修会

自
主
性
・
独
自
性
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
人
口
減
少
の
克
服
や
雇
用

創
出
等
を
図
り
、
地
方
創
生
に
取

り
組
ん
で
い
く
。」
と
、
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

引
き
続
き
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
地
方
創
生

総
括
官
の
山
崎
史
郎
氏
が
「
人
口

減
少
克
服
・
地
方
創
生
に
向
け
て
」

と
題
し
、「
人
口
減
少
社
会
」
と

「
今
後
の
対
応
」
の
あ
り
方
に
関

し
、
国
民
の
基
本
的
共
有
が
必
要
。

ま
た
、
根
拠
な
き
「
楽
観
論
」
や

「
悲
観
論
」
で
な
く
、
正
確
か
つ

冷
静
な
議
論
が
重
要
で
あ
る
な
ど

と
、
国
の
政
策
や
デ
ー
タ
を
交
え

て
講
演
し
た
。
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七
月
二
十
四
日
、
県
市
町
村
課

と
青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整
理
機

構
の
共
催
に
よ
り
、青
森
市
の
ラ
・

プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
市
町
村
の
徴

収
担
当
者
等
約
七
十
人
が
参
加
し
、

市
町
村
税
務
徴
収
研
修
が
開
催
さ

れ
た
。

　

佐
々
木
機
構
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
青
森
税
務
署
徴
収
部
門
の

高
橋
統
括
国
税
徴
収
官
に
よ
る
国

税
徴
収
法
の
解
説
、
滞
納
整
理
機

構
に
よ
る
不
動
産
公
売
、
自
動
車

引
揚
げ
等
の
事
例
発
表
、
福
岡
県

篠
栗
町
税
務
課
の
生
野
徴
収
係
長

　

県
市
町
村
総
合
組
合
は
九
月
八

日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い

森
で
、
消
防
補
償
等
実
務
研
修
会

及
び
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
の
消

防
事
務
担
当
者
等
約
四
十
人
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
本
組

合
の
小
笠
原
事
務
局
長
が
「
地
域

防
災
を
担
う
消
防
団
の
安
全
と
健

康
を
守
る
こ
と
は
市
町
村
の
責
務

で
、
災
害
現
場
な
ど
で
起
こ
る
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
団
員
が

安
全
確
実
に
任
務
を
遂
行
す
る
た

め
の
知
識
・
技
術
を
習
得
で
き
る

環
境
を
一
層
充
実
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
、
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
共
済
基
金
の
水
戸
調

査
役
並
び
に
吉
田
主
事
か
ら
、
公

務
災
害
発
生
時
の
提
出
書
類
、
療

養
費
等
の
請
求
の
留
意
点
、
及
び

退
職
報
償
金
の
基
礎
階
級
の
決
定

や
勤
務
年
数
の
算
定
な
ど
、
公
務

災
害
補
償
業
務
及
び
公
務
災
害
防

止
事
業
、
退
職
報
償
金
業
務
等
の

事
務
手
続
き
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
午
後
に
開
催
し
た
健
康

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
健
康
運
動
指
導
士
会
青

森
県
支
部
の
支
部
長
・
健
康
運
動

指
導
士
の
西
村
氏
と
健
康
運
動
指

導
士
の
相
馬
氏
が
「
短
命
県
日
本

一
青
森
返
上
‼ 
あ
な
た
の
本
気
を

感
じ
た
い
」
と
題
し
、
運
動
実
技

の
指
導
を
交
え
な
が
ら
、「
毎
日
、

体
重
と
血
圧
を
測
り
、
自
分
の
体

に
気
を
使
う
こ
と
が
、
生
活
習
慣

病
な
ど
の
予
防
に
も
な
る
。
ま
た
、

普
段
か
ら
少
し
の
時
間
で
も
運
動

す
る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
重

要
」
と
講
演
し
た
。

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
「
篠
栗
町
徴
収
勝
利
学
」
と
題

し
た
講
演
で
は
、
滞
納
者
へ
の
捜

索
に
よ
り
収
集
し
た
資
料
を
も
と

に
過
払
金
請
求
、
ヤ
ミ
金
対
策
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

に
よ
る
生
活
再
建
相
談
等
の
先
進

事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
徴
収
す
る

だ
け
が
業
務
で
な
い
と
再
認
識
し

た
」、「
今
後
の
業
務
に
役
立
て
た

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
数
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
、
徴
税
実
務
へ
の
関

心
や
理
解
を
深
め
た
。

篠栗町の生野係長が講演

市
町
村
税
務
徴
収
研
修

徴
収
実
務
へ
の

理
解
を
深
め
る

消防事務の
基礎を学ぶ

消防補償等実務研修会
及び健康づくりセミナー

市町村総合事務組合

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る

視
察
研
修
は
、
十
月
一
日
（
木
）、

二
日
（
金
）
の
日
程
で
町
村
長

十
四
人
が
参
加
し
、
電
源
開
発
株

式
会
社
の
大
間
原
子
力
建
設
所
及

び
東
北
電
力
株
式
会
社
の
東
通
原

子
力
発
電
所
を
視
察
し
た
。

　

大
間
原
子
力
建
設
所
で
は
、
電

源
開
発
株
式
会
社
南
之
園
大
間
現

地
本
部
長
、
森
内
委
員
長
（
外
ヶ

浜
町
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

電
源
開
発
よ
り
建
設
所
の
概
要
説

明
、
現
場
視
察
、
町
村
長
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
東
通
原
子
力
発
電
所
で

は
、
東
北
電
力
株
式
会
社
坂
本
副

社
長
、
森
内
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
東
北
電
力
よ
り
発
電
所

の
概
要
説
明
、
安
全
対
策
説
明
、

断
層
調
査
現
場
等
の
視
察
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

二
日
間
の
視
察
に
よ
り
、
参
加

し
た
町
村
長
は
、
両
発
電
所
の
現

状
を
直
接
見
聞
し
、
原
子
力
発
電

所
並
び
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
理

解
を
深
め
た
。

東通原子力発電所であいさつをする森内委員長

大
間
原
子
力
建
設
所
を
現
場
視
察

大
間
原
子
力
建
設
所
・

東
通
原
子
力
発
電
所
を
視
察

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会
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青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成27年10月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 １ 27.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 １ 29.10.12
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S13. 3. 2 ３ 29. 4.23 沼　　田　　謙　　市
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 １ 29.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 ２ 29.12.26 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ２ 28.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ３ 30. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ２ 31.11.19
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ２ 30. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ３ 28.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 １ 31. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 1 30. 8.20
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S17. 7.29 ５ 29. 4.23 秋　　元　　良　　一

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 ２ 31.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ３ 29. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ６ 28. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ３ 28.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S19. 7. 2 ２ 29. 4.23 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 三　　村　　正 太 郎 S24.10. 7 ５ 30. 3.25 柏　　崎　　源　　悦
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 １ 30. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ３ 29. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ５ 29. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35. 5. 5 ２ 31. 4.25
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 １ 30. 4.26

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S25.11.28 ２ 28.12.15 藤　　村　　正　　彦
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ５ 31. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 １ 28. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ５ 30. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ３ 29.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S15. 3.29 ３ 29. 5.28 横　　田　　孝　　夫

　

任
期
満
了
に
伴
う
野
辺
地
町
長

選
挙
は
、
九
月
二
十
九
日
、
告

示
さ
れ
、
現
職
の
中
谷
純
逸
氏

（

66）

が
、
無
投
票
で
再
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
県
議
会
副
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
藤
崎
町
長
選

挙
は
、
九
月
二
十
九
日
、
告
示
さ

れ
、現
職
の
平
田
博
幸
氏
（
58）

が
、

無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
副
議
長

野
辺
地
町
長　

中な
か

谷や　

純
じ
ゅ
ん

逸い
つ　

氏

藤
崎
町
長　

平ひ
ら

田た　

博ひ
ろ

幸ゆ
き　

氏

「市町村職員自主研究」
講演会のおしらせ

１　日　時　
　平成27年11月14日（土）午後２時
２　場　所　
　野辺地町　中央公民館　１階「ホール」
３　講師及びテーマ
　パネルディスカッション
　　「自治に活きる私たち」
　コーディネーター
　　青森公立大学経営経済学部　教授

　　天　野　巡　一　氏
　パネリスト
岩手県紫波町役場　元町民課長
ＮＰＯ法人点空社
副代表理事 　藤　尾　智　子　氏
公益財団法人　足立区生涯学習振興
公社事務局長 　永　井　章　子　氏

東京都武蔵野市　財務部管財課
課長補佐 　高　橋　陽　子　氏

※詳細は、本会業務課
　（017－723－1331）まで。
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ま

ち
づくりへ

の

北津軽郡

鶴
つる

田
た

町
まち

 

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
ぶ
ど
う
の
栽
培
面
積
・
生
産
量
と
も
に
日
本
一
で

あ
る
鶴
田
町
は
、
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
生
産
日
本
一
に
ふ
さ
わ
し
い
産
地

を
確
立
す
る
た
め
、
平
成
二
十
六
年
十
月
、「
冬
ぶ
ど
う
つ
る
た
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
」
と
し
て
統
一
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
へ
動
き
出
し
ま

し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
た
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
は
、
同
緯
度
の
鶴
田

町
の
気
候
風
土
に
よ
く
合
い
、
昭

和
四
十
五
年
以
降
か
ら
転
作
作
物

と
し
て
栽
培
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 

そ
の
後
、
生
産
量
が
次
第
に
増

え
、
今
で
は
日
本
一
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
ゴ
の
貯
蔵
技

術
を
応
用
し
た
専
用
施
設
に
貯
蔵

す
る
こ
と
で
、
十
月
か
ら
翌
年
二

月
頃
ま
で
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

　

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の
魅
力
は
甘
さ

（
糖
度
十
八
度
以
上
）
と
、
貯
蔵

性
の
高
さ
（
普
通
冷
蔵
で
約
二
ヶ

月
貯
蔵
可
能
）
で
す
。
十
月
初
旬

か
ら
中
旬
が
収
穫
の
最
盛
期
で
す

が
、
低
温
で
の
貯
蔵
に
よ
り
ク
リ

ス
マ
ス
や
お
正
月
は
も
ち
ろ
ん
、

二
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

糖
度
が
高
く
、
酸
味
も
少
な
い

た
め
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
町
自

慢
の
ぶ
ど
う
で
す
。

　

鶴
田
町
産
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の
持

つ
魅
力
と
価
値
を
十
分
に
引
き
出

し
、
磨
き
上
げ
、
積
極
的
に
発
信

し
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド
へ
と
育
て
上

げ
る
た
め
、
町
、
関
係
団
体
、
地

元
市
場
な
ど
で
組
織
す
る
「
つ
る

た
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
日
本
一
推
進
協

議
会
」
を
平
成
二
十
六
年
六
月
に

設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
魅
力
や
価

値
な
ど
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信

す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
も
含
め
て
、

全
国
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
す
た
め
の

総
合
的
な
販
売
戦
略
に
係
る
検
討

や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

来
た
甘
い
冬
ぶ
ど
う

甘
く
て
お
い
し
い
冬
ぶ
ど
う
！

　
「
冬
ぶ
ど
う
つ
る
た
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
の

統
一
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

徹
底
し
た
品
質
管
理
で
全
国
区
の
商
品
へ

「
冬
ぶ
ど
う
つ
る
た

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
へ

ＰＲ用として作成したロゴマーク
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そ
の
中
で
も
、
Ｐ
Ｒ
用
と
し
て

作
成
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
販
売
資

材
へ
の
使
用
方
法
や
、
出
荷
・
販

売
に
係
る
統
一
基
準
作
成
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
構
築
と
効
果
的
な
事
業

を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の

生
果
は
Ｊ
Ａ
、
団
体
、
企
業
が
そ

れ
ぞ
れ
組
織
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
扱

い
、
加
工
品
の
開
発
も
企
業
、
道

の
駅
が
個
別
に
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
町
で
は
、
平
成
二
十
六
年
十

月
、
こ
れ
ら
を
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
「
冬
ぶ
ど
う
つ
る
た
ス
チ
ュ
ー

ベ
ン
」
と
し
て
統
一
し
、
す
べ
て

の
組
織
で
活
用
す
る
こ
と
に
向
け
、

動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

品
質
や
規
格
を
統
一
し
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り

新
規
顧
客
の
開
拓
、
県
外
販
路
の

拡
大
、
知
名
度
の
向
上
を
目
指
し
、

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
生
産
日
本
一
に
ふ

さ
わ
し
い
産
地
を
確
立
し
よ
う
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

糖
度
が
高
く
甘
く
て
美
味
し
い

「
冬
ぶ
ど
う
つ
る
た
ス
チ
ュ
ー
ベ

ン
」
で
す
が
、
よ
り
美
味
し
く
食

べ
る
た
め
の
見
分
け
方
、
食
べ
方

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
見
分
け
方

　

色
が
濃
く
、
粒
に
張
り
が
あ

り
、
白
っ
ぽ
い
粉
「
ブ
ル
ー

ム
」
が
つ
い
て
い
る
も
の
で
軸

が
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の

房(

ふ
さ)

の
先
の
粒
が
一
番

熟
し
や
す
い
の
で
、
そ
の
粒
に

張
り
が
あ
る
も
の
は
鮮
度
が
い

い
証
拠
で
す
。

・
食
べ
方

　
「
冬
ぶ
ど
う
つ
る
た
ス
チ
ュ
ー

ベ
ン
」
は
津
軽
の
寒
冷
な
土
地

で
自
然
の
ま
ま
栽
培
さ
れ
て

い
る
種
あ
り
ぶ
ど
う
で
す
。
ス

チ
ュ
ー
ベ
ン
の
果
実
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
で
す
が
、
実
は
「
皮

と
果
実
の
間
」
が
一
番
甘
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
種
の
ま
わ

り
は
少
し
酸
味
が
あ
る
た
め
、

地
元
の
人
は
、
中
の
実
を
そ
の

ま
ま
噛
ま
ず
に
飲
み
込
み
、
皮

に
残
っ
た
果
汁
も
吸
い
ま
す
。

こ
れ
が
地
元
の
人
が
お
す
す
め

す
る
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
を
一
番
お

い
し
く
食
べ
る
方
法
で
す
。

　
「
冬
ぶ
ど
う
つ
る
た
ス
チ
ュ
ー

ベ
ン
」
は
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
道
の
駅
つ
る
た
「
鶴
の
里

あ
る
じ
ゃ
」
や
津
軽
ぶ
ど
う
村
の

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
の
通
信
販
売

で
も
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
観
光
ぶ
ど
う
園
で
は
、
も
ぎ

取
り
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
百
品
目
に
及
ぶ

加
工
品
・
関
連
商
品
を
開
発
し
、

現
在
は
二
十
一
品
目
・
三
十
一
種
類

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
商
品
は
道

の
駅
つ
る
た
「
鶴
の
里
あ
る
じ
ゃ
」

や
町
内
の
土
産
物
屋
・
商
店
に
て

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、「
つ
る
た
ス
チ
ュ
ー

ベ
ン
日
本
一
推
進
協
議
会
」
の
活

動
等
を
通
じ
て
、
更
な
る
消
費
・

販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
収
穫
最
盛
期
の
「
冬

ぶ
ど
う
つ
る
た
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」。

甘
く
て
お
い
し
い
冬
ぶ
ど
う
を
、

ぜ
ひ
、
ご
賞
味
下
さ
い
。

※
鶴
田
町
の
「
冬
ぶ
ど
う
つ
る
た

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
鶴
田
町
役
場
産
業

観
光
課
（
０
１
７
３

－

２
２

－

２
１
１
１
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〝
も
っ
と
〞
お
い
し
く

食
べ
る
！

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
や

関
連
商
品
の
購
入
に

つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み

　道の駅つるた　道の駅つるた
鶴の里あるじゃ　鶴の里あるじゃ　

〒038-3524
青森県北津軽郡鶴田町大字境字里見
176－１（国道339号バイパス沿い）
ＴＥＬ　0173-22-5656
ＦＡＸ　0173-23-1040
ＨＰアドレス
http://www.tsurunosato-aruja.com/

ワ
イ
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
、
菓
子
等

数
多
く
の
関
連
商
品
が
販
売
さ

れ
て
い
る
。

ブルーム：水分の蒸発を防ぐもの
で、ブルームがついているものほど
ジューシーなスチューベンです。
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町 村 ト ピ ッ ク ス

紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
赤
石
川
の

金
鮎
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

新
イ
ベ
ン
ト

「
ひ
ら
な
い
秋
ま
つ
り
」

　藤崎町の二大特産品である「米」と
「りんご」の収穫感謝や文化芸能発表、
健康づくりをテーマとした秋のまつり
です。
　青森県初の特Ａ米「青天の霹靂」を
使った日本一の「ジャンボおにぎり」
づくりや、当町発祥のりんご「ふじ」
のＰＲイベント、そのほか文化展や芸
能発表、こどもの広場など様々な催し
で会場を盛り上げます。
期間：11月22日（日）～11月23日（月）
会場：常盤小学校体育館周辺

南津軽郡

ふ
じ
さ
き
ま
ち

藤
崎
町

第
３
回
ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り

西津軽郡

あ
じ
が
さ
わ
ま
ち

鰺
ヶ
沢
町

　芸術の秋、収穫の秋。例年個々に行っ
ておりました「平内町民文化祭」と「商
工会びっくり市」が町政60周年を迎え
た今年、合同開催となり新しく「ひら
ない秋まつり」として開催されます。
伝統芸能、芸術展示、商店街大売出し
など盛りだくさんの内容で皆様のお越
しをお待ちしております。
○期間：10月31日（土）～11月１日（日）
○メイン会場：平内町立体育館 東津軽郡

ひ
ら
な
い
ま
ち

平
内
町

　南部地方のかけそばの祭典「第６回
七戸そば博覧会」が10月24日（土）・
25日（日）の２日間、七戸体育館で開
催されます。県外でしか市販されてい
ない七戸産そば粉「にじゆたか」を使
用した一杯や、そば愛好家集団「二八
の会」の手打ちそばなど、この日しか
食べられないそばも用意していますの
で、ぜひご来場ください。

上北郡

し
ち
の
へ
ま
ち

七
戸
町

10
／
24
（
土
）・
25
（
日
）

第
６
回
七
戸
そ
ば
博
覧
会
！

問い合わせ先　藤崎町役場企画財政課
　　　　　　　TEL 0172-75-3111

問い合わせ先　七戸そば博覧会事務局（七戸町役場企画調整課内）
　　　　　　　TEL 0176-68-2940

問い合わせ先　ひらない秋まつり実行委員会
　　　　　　　TEL 017-755-2118

問い合わせ先　鰺ヶ沢町中央公民館
　　　　　　　TEL 0173-72-2859

　10月25日（日）、赤石川白神大然河
川公園で「あかいし渓流まつり」が開
催されます。
　赤石川の金鮎の塩焼きやカジカの唐
揚げなど特産品の販売や、赤石芸能保
存会による登山囃子演奏など、雄大な
自然の中でグルメと文化体験が楽しめ
ます！
　白神山地の玄関口で、色彩鮮やかな
紅葉に囲まれた秋の赤石渓流と白神の
味覚をご堪能ください。（※小雨決行）

おおじかり
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　陸奥湾内のブランドとして定着して
いる「横浜なまこ」の真のおいしさを
知っていただくために、旬といわれて
いる12月に「横浜なまこフェア」を開
催します。なまこ料理と海産物や自然
など、横浜町を広く楽しめるイベント
となっています。

日時：12月初頭～中旬迄

上北郡

よ
こ
は
ま
ま
ち

横
浜
町

横
浜
な
ま
こ
フ
ェ
ア

下北郡

か
ざ
ま
う
ら
む
ら

風
間
浦
村

　村の特産品として、年々知名度が上
がっている「郷のきみ」。甘いトウモ
ロコシです。多くの方に味わっていた
だけるようにと、今年は生産者を増や
しました。
　ネットショッピングは、新郷村ふる
さと活性化公社でできます。（期間限
定）真空パック商品もありますので、
ぜひ一度ご賞味ください。

三戸郡

し
ん
ご
う
む
ら

新
郷
村

問い合わせ先　新郷村ふるさと活性化公社
　　　　　　　TEL 0178-78-2511

問い合わせ先　風間浦村役場　産業建設課
　　　　　　　TEL 0175-35-2111

「
郷
の
き
み
」
の
甘
さ
に

驚
く
な
か
れ
！

風
間
浦
鮟
鱇
（
あ
ん
こ
う
）

問い合わせ先　横浜町役場　産業振興課
　　　　　　　TEL 0175-78-2111

　風間浦の近海で水揚げされる鮟鱇
は、刺し網やエサを付けない「空釣り」
という延縄で漁獲されるため、全国で
もめずらしく活きたままで水揚げさ
れ、刺身でも食べることができます。
鮟鱇は12月から３月が最もおいしい季
節で、下風呂温泉のホテルや旅館では
風間浦ならではの鮟鱇フルコースを提
供しています。

●お知らせとお願い
　「あおもり町村自治」は、会務活動状況及び災害共済諸事業の啓発事項、県市町村総合事務組
合及び内部団体の活動状況のほか、町村長の紹介及び各町村の特集記事等を掲載し、３カ月に１
回季刊発行しています。
　本ページの「町村トピックス　いまが旬！」は、各町村の時期、季節の旬の情報をＰＲするコー
ナーで、イベント、観光スポット、施設、特産品、町の話題・出来事などが満載！
　各町村で、本紙への掲載希望事項等がありましたらご連絡ください。また、表紙写真や関連記
事等掲載依頼の際は、ご協力をよろしくお願いいたします。

さと

横浜なまこ膳
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あなたと、あなたが愛する家族のために
　「任意共済保険」へのご加入をおすすめします。
あなたと、あなたが愛する家族のために
　「任意共済保険」へのご加入をおすすめします。

青森県町村会　総務課〔共済事業〕電話：０１７－７２３－１３３１
制度内容・申込手続きに関するお問合せ先

退職後のお取扱いについて

退職後継続加入制度　職員とその配偶者の方は、退職後も、現職中と同様の保障が得られます！

最長年齢70歳６カ月まで更新できます。

最長69歳６カ月まで更新できます。

任意共済保険 死亡・所定の高度障がい状態を保障します。

医療保障保険 １泊２日以上の入院・手術等を保障します。

●医療保障保険を継続加入いただくには、任意共済保険を継続加入いただく必要があります。

退職後も退職時に加入していた保障額を限度に共済契約を継続（退職者加入への移行）
できます。
（退職時に本共済をご利用されていた方です。）

１

移行後は、退職者と青森県町村会との間で直接、継続等の事務手続きを行います。
（退職後の翌１月からの継続書類はご自宅に郵送されます。）
２

退職者加入への移行を希望される方は事前に団体担当者にご相談願います。
（「退職者継続加入申込書」のご記入をお願いします。）
３

加入できるのは職員とその配偶者となります。
こどもは退職後継続加入制度の対象とはなりません。

４

掛金のお払込みは年払いのみとなります。５

　　　　　入院（１泊２日以上）・手術等を、現職中から退職後まで幅広く保障する制度です。

３ 掛金は、任意共済保険
の規模による割引を適
用しております。

４ １年ごとに収支計算を行い、
剰余金が生じた場合は、配当金を
お受け取りになれます。
平成28年度から退職後継続加入の方も
配当金をお受け取りになれます。 ※これは平成26年度（＊）の配当実績に基づくものであり、

　将来のお受取りをお約束するものではありません。
（＊）保険期間：平成26年１月１日～平成26年12月31日

昨年度の年
間

払込掛金に
対

する配当実
績 約36.3%
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あなたと、あなたが愛する家族のために
　「任意共済保険」へのご加入をおすすめします。

任意共済保険
【団体定期保険】
　所定の高度障がい状態の保障！
　死亡時の保障！

医療保障保険
【総合医療保険（団体型）】
　手術のときにも給付金が支払われます！
　１泊２日以上の入院から保障！

ご 加 入 の お す す め

任意共済保険
町村等職員のみなさまへ 平成28年度

更新 更新 更新

現　職　中

留意点
●医療保障保険にご加入いただくには、任意共済保険にご加入いただく必要があります。
●配偶者・子どものみで加入することはできません。また、配偶者は、任意共済保険・医療保障保険ともに職員と同額もしくはそれ以下の保障額でお申込みください。こどもは、医療保障保険につい
　ては配偶者と同額もしくはそれ以下の保障額でお申込みください。

　任意共済保険　死亡・所定の高度障がい状態を保障します。
●職員とその配偶者様・お子様まで、万一の場合の安心をサポートいたします。
保険金額　職員（400万円）、配偶者（400万円、1,000万円）が追加されました！（＊）

●このようなときに、保険金をお支払いします。

　医療保障保険　１泊２日以上の入院・手術等を保障します。

▼ご加入　～保険期間１年～

更新 更新 更新▼ご加入　～保険期間１年～

■保険期間中に死亡された場合
■保険期間中に、加入日（＊）以後の病気やケガによって、所定の高度障がい状態になられた場合
　（＊）保障額を増額する場合、増額部分については、加入日を増額日と読替えます。

（医療保障保険にご加入いただくには、任意共済保険にご加入いただく必要があります。）

職　員 3,000万円～600万円、400万円（＊） 年齢60歳6カ月まで
年齢60歳6カ月まで
年齢22歳6カ月まで

1,000万円～400万円（＊）
400万円

申込保険金額 新規加入・増額

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続してご加入いた
だくことができます。

更新日付にて、加入保険金額を増
額（または減額）することができます。

●任意共済保険に加入された、職員とその配偶者様・お子様がご加入いただくことができます。

●保険期間中のケガや病気等による「入院」「手術」等に対する保障を確保できます。

職員 入院給付金：12,000円～5,000円
入院療養給付金：
入院給付金日額×５

手術給付金：
・１泊２日以上継続した
　入院中に受けられた
　対象手術につき
　入院給付金日額×20
・放射線治療は、
　入院給付金日額×10
・外来・日帰り手術は、
　入院給付金日額×５

入院給付金：10,000円～3,000円

入院給付金：5,000円あるいは3,000円

年齢60歳6カ月
まで

年齢60歳6カ月
まで

年齢22歳6カ月
まで

申込入院給付金日額 新規加入・増額

配偶者

こども

原則として、加入資格を満たすかぎ
り、更新により継続してご加入いた
だくことができます。

更新日付にて、入院給付金日額を
増額（または減額）することができ
ます。

※新規加入・増額をされる場合には、｢申込書兼告知書｣裏面に記載の質問事項に対する答えが全て｢いいえ｣となる必要があります。
（＊）保険金額　職員（400万円）、配偶者（400万円）は新規に加入される方のみとなります。すでに加入されている方は、選択できません。

※新規加入・増額をされる場合には、「申込書兼告知書」裏面に記載の質問事項に対する答えが全て「いいえ」となる必要があります。

制度の

しくみ

特  徴
と

任意共済保険は、みなさまの死亡・所定の高度障がい状態・　　　　　　　　　　　　

１ ライフステージの変化に合わせ、
毎年保障額の見直しができます。
（健康状態によっては保障額を増額できな
い場合があります。）

２ お申込み手続きは健康状態
等の告知による方法です。
（医師の診査はありません。）
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三
み

村
むら

　正
しょう

太
た

郎
ろう

おいらせ町長

プロフィール

旧百石町長、旧百石町議会副議長。
現在５期目、66歳。

　

お
い
ら
せ
町
は
、
県
の
東
南
部

に
位
置
し
、
奥
入
瀬
川
下
流
域
の

豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た
町
で
す
。

八
戸
市
、
十
和
田
市
、
三
沢
市
に

囲
ま
れ
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
や
東
北
新
幹
線
八
戸
駅
、

八
戸
港
、
三
沢
空
港
な
ど
広
域
玄

関
口
か
ら
三
十
分
圏
内
に
あ
る
な

ど
地
理
的
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
政
策
公
約
の
一
つ
で
あ

る
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
町
」

の
実
現
に
向
け
、「
健
康
長
寿
青

森
県
一
」
の
取
組
み
を
掲
げ
ま
し

た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
本
年

六
月
に
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
宣
言
大
会
」
を
行
い
、
町
内
の

幼
稚
園
や
小
中
学
校
、
企
業
、
町

民
の
約
三
百
人
と
と
も
に
健
康
宣

言
を
し
、七
月
に
は
十
五
の
企
業
・

団
体
と
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
協
定
」
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
の
積
極
的
な
健
康

づ
く
り
活
動
（
健
活
）
を
応
援
す

る
「
い
き
い
き
健
活
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
健
診
を
受
け
、
い
ろ
い

ろ
な
健
康
づ
く
り
事
業
に
参
加
す

る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、

二
十
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
千
円
分

の
商
品
券
と
交
換
で
き
る
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
新
た
な
取
組
み

を
皮
切
り
に
、
保
健
、
福
祉
、
介

護
を
は
じ
め
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
社

会
参
加
活
動
、
生
き
が
い
づ
く
り

な
ど
町
民
の
健
康
づ
く
り
施
策
を

総
合
的
に
展
開
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

定
住
し
て
も
ら
え
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
第
二
子
以
降
の
子
の
出

産
に
対
し
て
祝
金
を
支
給
し
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
人
口
増

加
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

多
子
出
産
祝
金
支
給
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

保
育
料
の
軽
減
や
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
な
ど
、
子
育
て

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
児
童
数
が
減
少
し
、

高
齢
化
が
進
行
す
る
地
域
に
、
転

入
し
て
住
宅
を
新
築
す
る
な
ど
し

て
定
住
す
る
方
に
対
し
、
助
成
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
健
康
」
と
「
定

住
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
世
代
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
歩
ん
で
お
り

ま
す
。

　

当
町
は
、
平
成
十
八
年
三
月
一

日
に
旧
百
石
町
と
旧
下
田
町
と
が

合
併
し
、
来
年
三
月
一
日
で
十
年

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
に
、
町
で
は
様
々
な

十
周
年
記
念
事
業
を
展
開
し
、
多

く
の
町
民
の
参
画
の
も
と
、
更
な

る
融
和
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後

ま
す
ま
す
の
発
展
、
飛
躍
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
、

十
一
月
一
日
に
は
町
誕
生
十
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ

か
ら
の
「
新
た
な
歴
史
の
創
造
と

飛
躍
、さ
ら
な
る
進
化
を
求
め
て
」

二
万
五
千
町
民
と
と
も
に
お
祝
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
今
秘
か

に
準
備
を
進
め
て
い
る
「
お
い
ら

せ
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
を
初
披

露
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
同
月
二
十
一
日
と
二
十

二
日
の
二
日
間
、
奥
入
瀬
川
河
川

敷
の
し
も
だ
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
に

お
い
て
、
第
十
回
日
本
一
の
お
い

ら
せ
鮭
ま
つ
り
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
今
年
も
鮭
の
つ
か
み
ど
り
を

メ
イ
ン
に
た
く
さ
ん
の
催
事
を
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
、
地
方
の
社
会
経
済
情
勢
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
激
動
と
変
革
の
時
代
に
お
い

て
も
、
輝
く
将
来
性
と
限
り
な
い

可
能
性
を
持
ち
合
わ
せ
た
「
お
い

ら
せ
町
」
を
発
展
さ
せ
、
町
民
一

人
ひ
と
り
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
夢

と
希
望
を
持
ち
、
明
る
く
元
気
に

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し

て
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〜
新
た
な
歴
史
の
創
造
と
飛
躍

　

さ
ら
な
る
進
化
を
求
め
て
〜健康長寿のまちづくり宣言

奥入瀬川


